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川の「健康診断」の新技術

川の体調を判断する上で, 川底の付着藻群落の光合成による酸素生産と, 呼吸や有
機物分解による酸素消費の2つのバランスがポイントになります．川の体調を測定する
方法として, 連続した河川の溶存酸素データから推定するオープンメソッド（マスバラン
ス法）が普及しています．オープンメソッドでは, 大気と水との間の酸素移動係数が必須
となり, 精度に課題があります．これを克服するためには, 河川水中に大気と遮断した
水塊を作る必要があります．そこで，本研究では, 透明シートを用いた水中トンネルを
作成することで,酸素の移動速度が不要なGPPとERの測定手法を開発しました．
透明トンネル法では, 酸素移動係数が不要なので簡単な計算で川の体調を推定する
ことができます．この新しい方法で測定したところ, 従来の測定方法「明暗瓶法」や「袋
法」と比べて, 川の呼吸量が最大で数十倍も活発であり, オープンメソッドの既往値に
近いことが分かりました．この水中透明トンネル法によって, より実態に即した川の健康
診断が可能になると期待されます．本研究の結果が掲載された学術雑誌は陸水学お

よび海洋学分野における最高水準の国際誌で, この測定法の新規性が高く評価された
と思われます．談話会では, 着想にいたる経緯や技術開発での気づきなど論文に記載
されたこととされていないことを合わせて,情報交換できればと思います．
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